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Abstmct

　　　　This　work　is　a　part　of“The　study　on　the　meteエo1ogica1en叱onment　foエthe　spread

of　the肚e　caused　by　destmctive　eaエthqu出e　which　is　ch虹ged　by　the　Meteoエo1ogica1

Resea工ch　Institute　in　the　synthetic　study　on　the　natu工e　of　the　sp工ead　of　the　fhe　caused

by　dest正uctive　earthquake．

　　　　This　study　is　divided　into　two　pa正ts　as　fo11ows：

　　　　（1）　Reinvestigation　of　theエe1ation　between　meteoIo1ogica1envhonment　and　the

natuエe　of　the　sp正ead　of肚e　at　the　time　of　the　past　gIeat趾e．

　　　　（2）　C1趾ification　of　theエe1ationships　between　meteoエo1ogica1enviIonment　and　the

spread　of　fire　at　the　time　of距eat肚e　in　southwestem　pa血of　Tokyo　as　a　main　subjective

a】＝ea．

　　　　In　pa正t（1），in　couaboration　with　the　Fhe　Research　hstitute，we　reinvestigate　in

detai1on　t1le　recent　five　great趾es　as　fouows：in　Shinguu　City　inWakayama　Pエef㏄tuエe

on21st　Dec．1946，in　Fukui　P正efecture　on28th　June1948which　was　caused　by　a

destmctive　earhquake，and　then　in　Iwanai　in　Hokkaido　at　the　time　of　typhoon　pass㎞g

by　in　Sept．1954md　in　Odate．City　in　Akita　Pτefect皿e　h　May1955and㎞Aug．1956．

　　　　In　p趾t（2），we－andyzed　the　spエead　of　fhe　at　the　time　of　air－mid肚es　in　Tokyo　by

using　the　cha正エed　trees　and　e1ectric　po1es　which　are　good　indicator　of　the　wind　diIection

at　the　scene　of　fire　as　stated　by　Drs，T．Kimbara，S．Suzuki壬md　H．Hatakeyama．And　we

sea正ch　foτdays㎞the　period　of1943－44that　have　a　simi1町pエessuエe　pattem　in　Far　East

Asia　and　its　chlmge　and　have　a　simiユar　tendency　of　weatheI，paエticu1aエ1y　in　chlmge　of

wind　d辻eciton，at　Tokyo　Meteo正ologica1Observato正y　at　the　time　of　the　aiI－mid　fire．And

then，the　st正eam1ine　an釦ysis　is　done　foエsuch　simi1ar　days　with　the　aid　of　wind　data

which　were　obsewed　by　using　the　stIeameI　at　mlmy　e1ement趾y　schoo1s　in　Tokyo　in　the

peIiod　of1943－44．

　　　　Resu1ts　of　ouI　study　aエe　summaエized　as　fonows：

　　　　1．　Natuエe　of　the　spread　of肚e　at　the　time　of　great血e　is　affected　by

meteo正o1ogical　emhonment．

　　　　’2．　Especia11y　w㎞d　d虹ecion　at　the　scene　of趾e　has㎞f1uence　on　the　natu正e　of　the

spIead　of　fhe．

　　　　3．　It　is　very　impoエt…mt　foI　the　p正evention　of　the　spread　of血e　to　grasp　detai1s　of

the　b1owing　natu汕wind　system　and　its　ch｛mge　oveI　the　burning町ea…㎜d　its

Ci工CumSt㎝㏄．

　　　　4．　0㏄unence　of　tomado　neaエthe　scene　of趾e　is　found　on1y㎞specia1

atmospheric　conditions。

　　　　・5．　Above　described　matters　are　a1so　import；㎜t　foI　the　prevention　of　the　gIeat趾e

caused　by　dest正uctive　ea】＝thquakes．
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大震時に歩ける都市防災に関する研究（追報）

1．はしがき

　表記の研究は、科学技術庁特別研究促進調整費

による総合研究「大震火災延焼性状に関する研究」

の一環として気象研究所が担当した、「大震火災

延焼に関連する気象環境の研究」の1部である。

　本研究は次の2テーマに分かれる。

　（1）過去の地震大火および通常大火の延焼性状

に関する追跡調査

　（2）東京南西部を主対象とし・大火災時の延焼

性状と気象環境との関係を明らかにする。

　このうち、（1）については、昭和21年12月の

南海道大地震時の和歌山県新宮市大火、昭和23

年6月28日福井地震大火、普通大火として、昭

和29年9月洞爺丸台風通過時の北海道岩内大火

と昭和30年5月拾よび31年8月の林田県大館

大火について、消防研究所と共同で詳細な追跡調

査を実施した。

　12）については、消防研究所を通じて東京都拾よ

び神奈川、埼玉、千葉の3県の消防署による観測

資料を収集し、それによって、現在の市街地構造

との関連の下に南関東における関系を解析する。

東京大空襲時の延焼性状と気象との関係を解析調

査するという2通りの方針をたてた。しかし、種

々の都合で、　消防署資料の収集が東京都のみに、

しかも半年分の資料しか得られ在かったので、（2）

については、東京大空襲時の延焼性状と気象との

関係にしぼられて研究が進められた。

　以下、研究成果の概要を報告する。

2．追跡詞査

　気象の立場からと、調査過程に気付いた、地球

物理学的な立場からの大地震対策上重要な事項に

ついて述ぺる。

　2．1　新宮市拾よび福井地震大火

　　2．1．1　新宮大火

　新宮大火は昭和21年12月21日04時19
分南海道大地震の発生による市街地中心部の家屋

倒壊によって発生した。当時の気象条件は、数日

来の西高東低の冬型の気圧配置で、新宮地方は乾

燥しきっていたが、当日は図一1に示すように、

西高東低の気圧配置がくずれて日本海側に前線が

発生し、紀伊半島東部は小高圧部となって、ほと

んど無風状態であった。

　新宮市は熊野川河口に発達した市で、洪積台地

と深い沖積層とが複雑に入り組んだ地盤の上に作

られ、消防力の基幹となる水道本管は、洪積台地

と沖積層との境界で切断され、井戸水や泉水が消

防用水の圭体となった。幸いにもほとんど無風の状

態で、熊野川の川風をも含む、弱い海陸風循環が

あったようで、海陸風の交替のまに一まに中心から

拡大していったようである。

　熊野川の川原に罹災者の多くは避難していたが、

夕方（時刻は明らかでない）旋風が発生し、河口

側から熊野神社方向に走った。地元の人々は「た

つまき」といっているが、直接おそわれた人達の

記憶に残っているだけであること、「たつ’まき」

による被害のようなものはなかった1＝とから、旋

風とみなした方が良いと考えられる。旋風の発生

位置は図一2に示すように、火災焼失市街地に燐

接した熊野川の川原である。な拾、旋風の発生は

大火の終末時期である。

　発生時刻と発生位置から見て、この旋風の発生

は海陸風の交替時期にあたり、冷気の先端が焼失

市街地周辺に達したころと考えられるので、大火

による熱によって下層大気が不安定化していると

ころに、冷気が到達し、旋風が発生したものと考

えられる。新宮市は山が迫り、熊野川は谷が深く

なって紅り、新宮市の付近で開けていることから、

以上のような推定をしたのであるが、当日夜、新

宮地方は雨となっている。終戦の混乱期にあたり、

高層観測資料もないので、以上のような推論にと

どめる。

〔地盤と家屋倒壊率〕

　気象からはずれるが、新宮市の家屋倒壊状況

を沖積層の深さの分布と対応させて見ると、そこ

に非常によい対応がある。そして、沖積層が深く、

軟弱地盤のと1二ろは水害常習地帯でもある。

　沖積層の厚さの分布と家屋倒壊率分布との関係

は、関東大震災以後諸家によって明らかにされて

いることであるが、その成果は、新宮市のその後

の市街地構成状況や、その後追跡調査した福井地

震の激甚地帯のその後の復興計画にも、あまり取

り入れられていない。大震火災の延焼による被害

の拡大、激甚化を防ぐ目的のために、われわれの
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図一　1　昭和21年12月21日03時地上天気図
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大z時に拾ける都市防災に関する研究（追報）
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図一　3　昭和23年6月28日21時の地上天気図
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大竈時にお・ける都市防災に関する研究（追報）
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図一　5　昭和29年9月26日21時の地上天気図
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大竈時における都市防災に関する研究（追報）

本研究は必要であるが、都市計画のなかに、先人

の研究を基礎とした防災都市計画が重ずあってし

かるぺきであろうという感を深くする。

　2．2　福井地震大火

　福井地震は昭和23年6月28目午後4時13
分31．5秒福井県丸岡町と森田町の中間を震央

として発生した。地震による家屋被害の激甚を極

めたのは、いずれも九頭竜川と竹田川の作った厚

い沖積層地帯である。

　当日を中心とした気象状況は、表一1に福井、

敦賀、金沢の26～29日の気象表を示し、図一

3に28日21時の、図一4に29日03時の地
上天気図を示した。

　福井地方は梅雨期に入ってから、6月14日に

日降水量36．6㎜を記録した以外は、雨らしい雨

が降っていず、湿度も、最低湿度が24日39％、

25日41％を記録して、Tab1e1に示すよう
に当日の最低湿度は50％と、割合乾いた状態に

あった。28日21時拾よぴ29日03時の天気
図を見ると・弱い低気圧が朝鮮半島から日本海を

東進し、その低気圧中心から東方に伸びる前線は

夜半過ぎにの29日02時頃に通過した模様であ

るが、福井での雨量はO．0㎜を記録しているに過

ぎない。な拾、敦賀および金沢ではそれぞれ27

日から雨を記録しているので、福井県の海岸近く

では若干の雨があって、湿度も10％ほど高かっ

たものと思われる。震災当時の風は南寄りの弱風

で、福井では1～2m／sec程度、海岸近くでは

3～4m／sec程度の風速が火災中吹いていたよ

うである。

　以上を要約すると・割合乾燥してはいたが・弱

風であり、普通火災ならぱ大火になるよう在気象

条件ではなかったといえる。現地調査を行なった

福井市、丸岡市拾よぴ藤岡町に拾ける火災の延焼

状況は、その地域地域の風のまに言に、ゆっくり

燃えひろがったようである。「たつ言き」の発生

はなかったようである。

　2．3　岩内大火

　岩内大火は、昭和29年9月26日20時15
分頃、洞爺丸台風が北海道渡島半島沖合、わずか

100㎞余りのと1＝ろにさしかかった時に発生し

た。

　まず、全般の気象状況を知るために、表一2に

岩内近傍の寿都と倶知安の9月26～27日の気

象観測表を示し、図一5に26目21時の地上天

表一3　岩内消防署による昭和29年9月

　　　26日、大火直前重での風向と風速

日時 風向 風速m／S

2614 SE 8．4

16 SSE 10．3

18 SSE 8．9

20 SW 21．7

気図を示す。

　洞爺丸台風は岩内の西方約60㎞を図一6に示

すように移動して行った。台風の移動に伴って、

強風の風向は南東一南一南西と時計まわりに変化

したはずである。

　表一3に火災発生時1までの岩内消防署に拾ける

風向風速観測結果をしたが、図一6に示すように、

岩内周辺の地形は西方が日本海で、南西から東南

東の方位は500m以上の山岳が近接してあり、

風に対する地形の影響が顕著に現われることが考

えられる。それ故、寿都、倶知安、岩内の3地点の

風の観測値を対比して見ただけでは岩内の大火中

　　　　　　　繁、．

　　L　　工ω仙　　　．、

L…肌 v

㎞

図一　6　岩内地方近傍の地形拾よび洞爺丸台風

　　　　　経路
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大震火災延焼に関連する気象環境の解析的研究一臭田

に拾ける風向の変化を簡単に推測することはでき

ない。火災の延焼に関しては、風向変化が特に重

要であるので、この点を中心に検討を加える。

　2．2．1　寿都と岩内との風向の関係

　岩内消防署では1日3回（9時、18時、24
時）の風向が観測されている。風速は不明である

が、倶知安と寿都の風観測資料と岩内の資料との

問の統計的な関係を調べることにより、洞爺丸台

風通過時の岩内の風向変化を推定することが可能

であろう。岩内の風向観測値は昭和44～46年

の3年問のものである。Tab1e3で見ると、火

災発生時の20時15分頃にはすでにSWの風向

を示しているようであるが、台風の位置拾よび大

火初期の延焼状況から見て・風向はまだSWに廻

り切っていず、むしろ、Sと見た方がよい。

　寿都の風向変化は、S　S　E→S（22h）→

SSW（23h）→SW（24h）→WSW（27
日01h）→W（02h）であるのに対して、倶

知安はS→SSW（24h）→WSW（27日01
h）→SW（02h）→WSW（03h）→W
（04h）と変化している。それゆえ、検討すぺ

き寿都一倶知安の風向の組合せはS　S　E－S，S

－S，SSW－S，SW－SSW，WSW－WSW
の5通りであるが、このうちSW－S　SW，

WSW－WSWの組合せは、岩内地方の地形からい

って・岩内の風向を寿都の風向で代用させてよい

と考えられるので、残りの3通りの組合せについ

て検討を加える。

　　（1）寿都と岩内の風向の同時関係

　まず、寿都と岩内の風向間に全体としてどのよ

うな関係があるかを昭和44年1年間の資料で調

ぺた。表一4はそれを示したものであるが、寿都

がS　S　EやSの風向の場合には、岩内の風向は東

寄りに偏筒するか、西寄りに偏椅して拾り、一義

的にこれからは風向が決まらない。SWの場合も

同様である。WSWから西に廻ると、岩内の風向

は、寿都とほぼ同風向の場合が多くなる。

　さらに寿都がS　S　E，S，S　SW，SWの各風

向の場合に岩内の風向がどのように分布している

かを詳細に見るために、図一7に示す各風向別の

度数分布を作った。

　S　S　Eの場合は、岩内の風向はE～S　S　Eと、

W～WNWとなる場合が多く、特にE　S　E～S　E

が多い。

　Sの場合もその分布の大勢は変らないが、E～

24
22
度『9

孜18

　　2 （α）

　　る

　　　　δ88さ88ε882二＝sOo寸ωり

　20　　　　　　　　岩内軋伺
侶
慶14
　12
孜18
　　6　　　　　　　　　　　　　（b）
　　4
　　2
　　0　　　　δ88888ら889：＝s2草宰睾
た4　　　　　　　劣内凡向

扱る　㈱二榊ポc）
反参　　　　岩帆向
牧・魂繊8ら搬醐蝉（d）

岩内凪向

図一7　寿都の風向が（a）SSE、（b）S、（c）SSW

　　　　拾よぴ（d）SWの場合の岩内に拾ける風向の

　　　　出現度数分布

Sとなる場合が多くなっている。

　S　SWの場合は、E　S　EとS　SWに慶1数のピー

クがあるが、S　SW～Wの風向となる確率が高く

なつている。

　SWの場合には、SEを中心とした風向と、SW

を中心とした風向が現われやすくなっている。

　以上の風向の同時関係は、風速に無関係に求め

たのであるが、実際には風速を考慮に入れた検討

をしなけれぱならない。

　　（2）寿都と倶知安の風向風速を考慮した場合

の岩内の風向

　岩内大火は洞爺丸台風が岩内の近傍を北東進中

に発生し、表一2に示すような寿都、倶知安でも

激しい暴風下に延焼拡大しれそれゆえ、寿都、

倶知安の風速も強風下にあったものについて、岩

内の風向を調ぺれぱよいのであるが、洞爺丸台風

時のような強風は、昭和44～46年には観測さ

れていない。そこで、寿都、倶知安のどちらの地
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大震時に拾ける都市防災に関する研究（追報）

表一4　同一時刻の寿都と岩内の風向の度数分布表

　∈弛141510　　611　37　198188212040141　176946055

岩16
内15

（14
風13
向12

）11

　10
　09

　08
　07

　06
　05
　04
　03

　02

　01

61 1 1 3 2 1 1 1 6 2 1 4
2 1 1 2 7 3 1 2 4 15 11 6 4
5 2 2 1 3 10 13 1 2 21 35 28 11 12
1 4 1 2 2 3 19 9 1 1 3 38 58 23 10 6
2 1 4 18 12 2 9 26 21 7 3 4
1 3 4 14 1 2 1O 20 10 3 3

1 1 2 6 13 2 3 6 8 2 1 1
8 6 4 2 1 5 3 1 1
1 10 18 1 1 2 2 4 5 2

1 1 1 1 1 18 19 1 2 3 3 8 6 1 5
1 3 2 2 7 26 19 1 4 2 1 6 1 6 5
1 1 4 4 23 19 4 2 5 5 4 6
1 4 20 17 1 1 5 1 3 3 1

2 1 11 12 1 2 1 3
2 11 5 2 2 2 3

1 1 4 7 5
01　0203　04　05　06　　07　　08　0910　　11　12

表一5

24

59

146

181

109

71

46

31

46

71

86

78

57

33

27

21

13　14　1516　∈識

　寿都（風向）

寿都、倶知安の特定風向の組合せの風速5m／sec

以上の場合の岩内の風向

寿　都 倶知安 岩内

年月日 時 風向 風速 風向 風速 風向

1969．11．10 09 SSE 、抄 S 6．3 SSE
70．5．27 18 SSE 9．8 S 5．O

㎜6．30 09 SSE 13．8 S 5．2 W
8．22 18 SSE 9．8 S 7．7 S
11110 24 SSE 8．7 S 5．5 SSW
71．4．5 09 SSE 11．5 S 7．5 E
4．19 18 SSE 8．5 S 6．5 E
4．26 09 SSE 16．8 S 8．5 SSE
5．11 09 SSE 14．2 S 5．5 SE
6．4 24 SSE 1O．O S 5．2 EN】≡】

1971．5．29 09 S 12．8 S 6．O S
6．10 18 S 12．8 S 5．3 SSW

1970．7．29 24 SSW 5．5 SSW 3．O ㎜8．16 09 SSW 6．8 SSW 11．7 SSW
1971．5．25 18 SSW 6．3 SSW 6．2 ㎜〃 24 SSW 5．8 SSW 6．5 SSW
10．12 09 SSW 7．2 SSW 8．2 SSW

1969．3，21 09 SW 7．8 SSW 43 SW
12．21 24 SW 6．7 SSW 1．3 SW
70．11．12 18 SW 5．3 SSW 2．7 SW
12．7 24 SW 4．2 SSW 6．2 SW

を示したものである。

　表一5から、まず寿都S　SE一

倶知安Sの組合せのときの岩内の

風向を見る。前項で見たのと同様

に、岩内の風向はE～S　SWの範

囲になることが多いく定重らな

いo

　両地点ともSの場合には、岩内

はSかS　SWである。ただし、観

測例数は少ない。

　両地点ともにS　SWの場合には、

S　SWかWNWである◎S　SW－
Sの組合せの場合の強風観測資料

はない。

　寿都SW一倶知安S　SWの場合

には、岩内はSWである。

　　（3）岩内大火時の岩内の風向

変化の推定

　以上の碑討結果から、洞爺丸台

風通過時の岩内地方の風向変化は

表一6のように推定される。この推定風向が

表一6 昭和29年9月26日岩内大火時の
岩内地方の推定風向と延焼風向

月目 時 推定風向 延焼風向

9．26 20 E～SSW（不定） SSE～S
21 E～SSW（不定） SSW
22 S～SSW SSW
23 SSW SSW～SW
24 SW SW～WSW
27 O1 WSW WSW
02 W W
03 W W

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適切なものであるか否かは、現地調査による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延焼時刻の分布によって検討するかとができ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。それから求めた風向を延焼風向として同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表に示した。推定風向と延焼風向とはほぼ一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　致して拾り、このことから逆に岩内大火の延

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　焼拡大は、洞爺丸台風の北東進に伴う風向の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変化によってもたらされたと結論することが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　できる。な拾・出火地点からの延焼は飛火に

点かが5m／sec以上の場合について検討してみ　　　よるが、その飛距離は最初か約100m、次のが

た。表一5は前項で述ぺた両地点の風向の組合せ　　　約170mであった。（柾ぷき屋根材）

で、どちらの地点かが5m／sec以上の場合全部　　　2．4　大館市大火

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一20一



大震火災延焼に関連する気象壕境の解析的研究一臭田

表一7 大館大火時の気象状況（大館市消防本部の観測記録による）

昭和30年
　5月3日

表一8

時 風向 風速 湿度 気温 備考

m／SeC 9
12．OO ENE 13．O 41．8

12．30 ENE 1O．7 42．O

13．00 ENE 9．2 42．3

13．別 E 13．O 42．O 19℃ 出火時

13．30 E 9．2 41．0

14．00 E 10．O 40．O 17

14．30 E 12．6 40．0

15．00 E 13．O 42．O 14

15．30 ESE 12．4 44．O 鎮火時

16．00 E 13．7 46．O

16．30 E 11．5 49．O

17．00 ENE 12．3 52．O

大館大火時の気象状況（大館市消防本部の観測記録による）

昭和31年8月　18日

19日

時 風向 風速 湿度 雨量（秋田）

枠㏄
　
％
8
5 ㎜23 SSW 0．O

24 S 8．7 87 O．1

01 SSE 8．6 87 O．O

02 SE 12．2 82
■

03 SE 10．8 87
・

04 SE 9．1 81
一

05 SE 9．1 86
一

06 S 6．1 81
1

07 SE 5．O 85
一

　秋田県大館市の大火は、内陸部に拾ける大火事

例ということで調べられた。昭和30年5月3日

の大火は、4月30日の最低湿慶118％以来、40

％前後の最低湿度を示す乾燥状態がつづいたとこ

ろに出火、折からの東寄りの強風によって一気に

延焼拡大することによって発生した。鎮火は空地

による。（表一7参照）

　昭和31年8月18日の大火は、台風5609

号が当日の04時過ぎに秋田沖を北上し、21時

には北海道渡島半島上空にあって994mbと衰

弱したが、図一8に示したように三陸沖に副低気

圧が発生して、その方が発達しながら東進した。

大館地方は表一8に示すように出火時刻の23時

45分頃は8m／sec以上のやや強い南寄りの風

が吹いていた。雨は秋田地方気象台の観測によれ

ぱ、18日午前を中心に、出火前重でに25，6㎜

を記録しているが、全国気象旬

報の09h～09hの日降水量、

秋田17日15㎜・18日10
1㎜と・大負自17日71㎜一、　18日

2㎜から見て、しゅう性の雨が

時折来襲した程度の雨量であっ

たと推定される。

　火災の延焼拡大は、南寄りの

やや強い風によって行なわれた

が、内陸部山問にある大館市の

ような都市では、強風時には風

の乱れが大きく、そのために、

自然風の垂直成分の風速も大き

く在っているものと推察される

が、飛火の飛距離も大きく、約

150mも飛んで、延焼してい
る（トタ；・屋根）

　2．5　追跡調査の重とめ

　以上の追跡調査結果を重とめ

ると、次のように集約される。

　　（1）火事旋風は、弱風時に

のみ現われるようである。

　しかし、大気成層条件が関係

していると思われるが、資料の

関係から不明である。

　　（2）乾燥しているか否かは

大火への拡大の決め手とはなら

ない。むしろ、風向と風速が大

きい要因となる。

　　（3）気象じょう乱の移動、海陸風等の局地循

環の日変化による風向の変化が・火災の拡大に寄

一与して拾り、風向変化を念頭に拾いた消防活動の

有無が、延焼性状に対して大きい影響を与えてい

る。

　　（4）風上に山岳地帯があり、特に山が迫って

あるときには、風向の変化は複雑であり、強風の

場合乱れも大きい。その影響で、飛火による延焼

拡大が特に讐戒されなけれぱならない。

3．東京大空口時の火災現むの気流

　東京大空襲は昭和20年3月9～1O日、4月

13～14日、同15～16日、5月24日拾よ
び同25～26日の5回が主たるものとされてい

る。終戦当時、現在の気象大学校の前身である気

象技術官養成所主事（校長）であった畠山久尚が、
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図一8　昭和31年8月18目21時の地上天気図
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大竈火災延焼に関連する気象現境の解析的研究一臭田

表一9　観測点数（畠山久尚による）

空襲火災日付

1945年3月9～10日

　　　4月13～14日

　　　4月15～16日
　　　5月　　　24日

　　　5月25～26日

合　　　　計

観測点数

96

127

57

50

151

481

学生であつ

た松橋史郎、

岩間邦雄、

中島弘雄に

委嘱し、勉

学の合間に

焼跡の電柱

拾よび樹木

の焼け残り

状況を克明

表一10　東京空襲被害状況一覧（抜卒）

警戒警報発令

空襲讐報解除

警戒讐報解除

来襲機数

焼失区域

焼
失
程
度

て、大空襲時の火災現場の風向を推定している。

われわれは同じ資料によって、大空襲火災時の気

流を推定した。以下、5大東京空襲のそれぞれに

ついて、結果を述ぺる。表一9は焼き焦げた立木

のなびきと、電柱の片焦げの観測点数を・それぞ

れの空襲に対応させたもので、表一10は讐祝庁

消防部（当時の）によってまとめられた空襲火災

に関する諸資料（時刻・機数・焼失区域等）であ

る。これらは畠山久尚に依ったものである。

　なお、焼痕の観測結果から気流の流線を求める

（畠山久尚による）

日付
1945年

3月9～1O日 4月13～14日 4月15～16日 5月24日 5月25～26日

時　分 時　分 時　　分 時　　分 時　分
警戒警報発令 23　　30 22　　44 21　　20 01　　05 22　10
空襲讐報発令 OO　　15 23　　00 22　03 01　　36 22　24
空襲讐報解除 02　　57 02　　32 01　　10 03　　50 02　　10

警戒讐報解除 03　　20 02　　52 01　15 03　　55 03　00

来襲機数 150機 160機 約200機 二百数十機 二百数十機

焼失区域 下谷、浅草、深 本郷、牛込、荒 大森、蒲田、目 目黒、大森、蒲 中野、四谷、牛
川、本所、城東 川、江戸川、足 黒、麻布、芝、 田、荏原、赤坂、 込、麹町、赤坂、

各区の大部、足 立、豊島、淀橋、 荏原、渋谷、向 渋谷、杉並、品 本郷、世田谷、

立、神田、麹町、 下谷、小石川、 島、日本橋、江 川、世田谷、本 渋谷、目黒、杉

日本橋、芝、荒 中野、葛飾、麹 戸川、品川 郷、芝、京橋、 並、芝、小石川、

川区の大半、牛 町、神田、板橋、 四谷、豊島、板 江戸川、下谷、

込、向島、本郷、 日本橋、王子、 橋、江戸川、中 京橋、淀橋、足

京橋、麻布、小 四谷、滝野川、 野、麹町、宮城 立、神田、荏原、

石川、赤坂、葛 赤坂、渋谷、浅 内 豊島、王子、板

飾、滝野川、世 草、杉並、深川、 橋、向島、目本

田谷、豊島、渋 城東、向島の各 橋、滝野川、荒

谷、江戸川区の 区 川、葛飾、城東、

一部 浅草、その他

焼 棟　数 182，066 105，345 52，861 43，446 88，959

失
程 世帯数 372，108 171，706 61，324 57，604 126，899

度 坪　数 4，000，504 2，506，281 1，106，140 798，515 1，91Z304

に地図を頼りに調ぺあげた。調査は昭和21年1

月16～31日の16日問、当時の食糧交通事情

の非常に困難な状態のなかで行なわれて拾り、厳

冬の荒廃とした焼跡を文字通り足でもってなされ

たこの調査は極めて貴重なものと言わなけれぱな

らない。畠山久尚（1971）は本調査を基にし

込、麹町、赤坂、

並、芝、小石川、

立、神田、荏原、

川、葛飾、城東、

ためには次の仮定が必要である。①焼夷弾による

火災発生が同時であるか、②違っていても、最初

の発火から最終の発火までが・ほぼ同一風系のな

かで発生しているとする。③また、発火一延焼一

鎮火にいたるまでの風系に変化があったものと思

われるが、それを無視し、同一風系内で火災が延
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大震時に珍ける都市防災に関する研究（追報）

表一11 昭和20年東京大空襲時の東

昭和20年昭和20年 3　月　9　日 3月　10　日 4月　13’日 4　月　14　日 4月　15　日

時刻 風向風速 天気 降水i風向風速 天気 降水i風向風速 天気 降水量 風向風速 天気 降水量 風向風速 天気 降水量

h ㎜■8eo 肌／8 凧／9 肌／s m／s

01 S　1．7 快帥 NW7巧肺 一 SW6．3 快晴 一 SSE3．5 聰 一 WSW22 快肋 ■一 ●

02 一　〇．5 ” NNW9．5 帥 一 SSW5．8
”
． S　SE6．3 ” 一

W　1－7 ”
一i

03 一　0．3 ”
一 NW12．7 ＾ ‘ SSW5．0

”
一 ESE4．3

” 一 WNW1．7 ” i
04 一05 ”

一 NNW7．0 ＾ 一 SSW3．7
”
■

E　3．O ■ ■ WNW22 肋 一

05 NW12 ” NNW9．O 肺 i S　28
”
一

S　0．7 ”
‘ WNW1．5 o 一一

06 NW　O．8 ” NW4．8 快刷 一
S　2．5 ” ・ ENE1．O 高二 ‘ 一 鶉 一一

07 NNWL5 ” NNW4．5 快｝ ・ SSW3．O
”
一 NE2－7 o 一 一　0．5 ”

・一

08 NW02 ” NW4．3 ｝ 一 SSW6．3 竈ヨ 一 NE32 ”
■ WNW0．8 快帥 ‘・

09 N22 ” NW6．5 快肺 一 S　6－2 ” ‘ NE1．7 ”
一 SW1．O ”

‘‘

10 ＿0．3 ” NW8．0 快砧 i
S　5，7 ” i ENE2．O ” 一 S　E6．8 ｝ 一・

11 S　SE3．O ” N　6．8 快肋 一 S　72 ” i SE3．O 快砧 一 SE3．3 ”
・i

12 SSE4．3 ” N　8－7 肋 ‘ SSW7－7
”
一 ESE4－3

”
‘ SSE4－3 竈量 ・・

13 SSE33 ” N　7．3 二 一 SSW8■ ”
■ SSE42 ”

一 SSE33 ” i一

14 SSW1．O ” ・ NNW7．3 ＾ ■ SSW9，3 〃 一 SE5．0 ”
一 S　SE32 砧 ・

15 SSW71 〃 N　8．7 ｝ ・ SSW72 砧 ‘ SSE4．8 ”
・

S　5．2 快砧 一一

16 SWm心
” N　8．7 砧 一 S㎝π．0 快｝ ■

S　5．0 ”
・ S　鼻0 賄 ・I

17 SSW7．0 ’ N　6．7 ｝ i ENE7．3
”
一

S　6．3 ”
一

S　4．8 ”
一・

18 SSW5．5 ” N　a3｝ ‘ ENE7．O
”
・

S　6．3 ”
一

S　5．0 竈； 一・

19 SSE6．3 ” N　7－2 快晴 一 ENE5．7
” 一

S　5．8 ”
・

S　0．8 〃
’一

20 SSE5．3 ” NNW6．3 ”
■

E　4．2 ”
一

S　4．3 ”
一 ESE1－0

”
■■

21 SS蝸．3 ” NW5．5 ”
一 ENE1．5

”
‘

S　5．0 ”
一

E　1．8 ”
’一

22 SW5．7 ” WNW6．3 ”
‘ E　12 ” ・

S　2．7 ”
・ SE22 ”

一一

23 SW4．5 ” NW3．3 ” 一　　　’ NW1－0 ’ i SSW2．O 〃
一 SE2．8 ”

一一

24 W42 ”
一 NW4－O ”

一 ㎜．5竈ヨ ■ SW1．7 ”
一 NN02．3 二 ・

．24一



　　　　　　　　　　　　　　　大震火災延焼に閑連する気象環境の解析的研究一則1

京管区気象台による毎時観測表

4月　16　日 5月　23　日 5月　24　日 5月　25　日 5月　26　目

風向風速 天気 降水量 風向風速 天気 降水量 風向風速 天気 降水 風向風速 天気 降水量 風向風速 天気 降水量

凧／8 卿／S 卿／s 卿／S 卿／s

NNE4．O 1 一
N　4．O 雨 O．4 N　22高公 一 W“W1－0 帥 ・

S　19．5 ＾ 一

NNE2．7 砧 一 N　42 ” 2－O N　2．O 二 ’ W　　1．5 ” 一 SSE11．7
”
一

N　1．3 ”
一
N　2．7 ” O．5 NNE32 晴 一 WNW1－O ”

一 S8．8 ” 一

N　1．O 快砧 一 N　3£ ” O．5 NNE2．3 o ・ WNW12 ” 一 S　72 ” ・

W　O．8 霧 ■ NW5．3
” O．4 N　3．3 ”

一 NW　2．5 ” 一
S　6．5 ” 1

N　1．5 ”
一 NW6．3 ” 23 NNW20 ”

一 NW　2．O
”
一

S　6－8 ”
一

ENE1．0 ”
■ NNW5．2

” 3－4 NW22 ”
■ NW　2．3 ” 一

S　5，0 ” ■

ENE　O．8 ”

i NNW4－0
〃 3．0 NNW1．8 ”

一 N　2．8 晴 一 SSW6．O
” 一

E　1．7 ρ
・ N｝W4．3

” 1．7 WトW1，3 ”
一 一　　03 聰 一

S　4．8 雨 0，1

E　1．5 ”
‘ N　23 ’

0．1 N　0．7 帥 i SSE22 ” i S　6．3 o 0．1

SE1．8 附 ■ W，W3－3 二
0．O E　1．7 ”

i SSE3．3
”
一

S　5．0 ” 0．0

S　4．7 快刷 W　1．3 高＾ ESE2．5 ” SSE4．0 ”
一

S　5．2 ” 一
一 I ‘

S　6－O ”
■ SE4■ ”

・ ESE3．8
”
■ SSE4－2

”
・ SSE6．3

”
一

S　4■ ”
一 SSE4．O 雨

0．O ESE4．O 快晴 一 S　4．7 ”
・

S　6．7 聰 一

S　6．O ”
■

S　3．8 ” O．0 SE32 ’
一 SSE50 ” ‘

S　7．5 ”
一

S　5．7 ”
一 SSW32 ” 0－0 SE32 ”

一 SSE3．3 ”
・

S　5．2 ”
一

S　5．5 ” SE22 ” O．0 ESE3．3 ”
． S　3，8 ”

一
S　7，5 ” 一一

S　4．5 ”
一 SW1，7 ” O．0 ESE2．7 ” 1 S　4－2 ”

一
S　5．8 町 0．O

S　53 ” 一 SSW12 o O．O S　28 ” 一 S　5，5 ”
一

S　5．8 ” 0－O

S　4．7 ”
■ SSW22 ”

一
S　3．3 ”

一 S　　6．2 ” 一 S　42 ” 一

SSW乱3 ”
一 NNWムO 高＾ 一 S　2，2 2 一 S　35 ” 一

S　2．3 ”
■

NW2．0 ”
一 NNW4－3 砧 一 SE1■ ”

一 S　5．3 ”
一

S　2．O ”
一

NNW3■ ”

i N　3－8 ” i SSE0－8
ク
□ SSW4－2 ”

■ SSW0．7
”
’

N　2．O ”
一

N　1．8 ”
一 WNW1．7

”
一 SSE11．8 ■ 一 NNW1．O 聰 ‘
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大口時に珍ける都市防災に臼する研究（追報）
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図一　9　昭和20年3月9目～10目4月13
　　　　　～16目06時の地上気圧配置図

焼していたと見る。④あるいは、風系の変化のま

にまに延焼していった、その場所、その時刻の風

が焼痕となっているのであるから、風系の変化ま

で入った流線図であると見た方がよい。

　　（1）　3月9～10日

　この空襲による焼失面積は5大空襲火災のうち

で最大であった。東京管区気象台の観測による気

象状況を表一11に、当日06時の地上気圧装置

図を図一9に示す。空襲開始時はS　SWの風であ

ったが、24時にはW，10日1時にはNWと変

化して、同日9時まではNNW～WNWの間の風
向となっている。それ故、空襲火災の最盛期は24

時以降と考えられるので、東京管区気象台に拾け

る観測値を東京地方の代表値とすれぱ・NNW～

WNWの風向のなかで空襲火災の大部分が終始し

たと考えてよいであろう。
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大震火災延焼に関違する気象環境の解析的研究一臭田
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図一10 昭和20年3月9日～10日
災時、火災現場の風系

　3月9～10日の空襲火災域の焼き焦げた立木

のなびき、電柱片焦げの方位による流線図は図一

10に示される。

　だいたいは北分の勝った風系となっているが、

錦糸町駅北方の押上町北部でSE～E　SEの風系

が現われているのと、総武線の両国一錦糸町駅間

の線路の北側が西寄りの風系となり、線路の高い

土手が局部的に風向を変えセいるように見られる

のが特徴的である。錦糸町一亀戸駅間の気流が収

束して南に吹き下がるところは・南北に走る水路

が総武線下を流れ下るところに当る。また、隅田

川に沿う風系があり、気流がそ1二に収束している

のも特徴的である。

　　（2）　4月13～14日

　4月13～14日の空襲は13日の23時から

空襲火

開始され、14目03時頃までつづいた。それに

よる火災は、拾そらく朝言でつづいたものと思わ

れる。（表一10参照）

　当時の気象状態は、図一9に示した地上気圧配

置によれぱ・発達した低気圧がオホーソク海方面

を東進し・中国大陸から移動性高気圧が東進して

本邦を覆う、その過渡期に当る。それ故、火災延

焼期間の風向は、空襲開始時のNWからWNWの

風が、14日01時から05時まではS～Eの間

を変化し、06時以降はENE～NEとなってい
る。風向の変化が大きい上に、風速はあ重り強く

ないので、火災時期により、風向が自然状態でも

変化しているので、火災現場の流線は決めにくい

のではないかと思われたが、図一11に示すよう

に、一応重と重った風系となっている。
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大竈時に歩ける都市防災に関する研究（追報）
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大竈火災延焼に関辿する気負寝境の解析的研究一臭田
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大コ時に拾ける都市防災に四する研究（追報）
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大震火災延焼に関連する気象環境の解析的研究一臭田

　　（3）　4月15～16日

　空襲は表一10に示されるように、15日22

時03分から16日01時10分1までつづいた。
気象状態は、図一9に示したように、移動性高気

圧が次々と東進して来、晴天がつづいている。空

襲開始時から23時まではSEであったが、夜半

から明け方までは北寄りで、いずれも弱風である。

そして、乾燥した状態にあった。被災範囲は表一

10に示されるように、蒲田を中心とした地域で

ある。その時の片焦げ電柱等による火災現場の風

系は図一12に示される。蒲田駅付近を中心に、

風が低気圧性にまわっているのが特徴的であるが、

自然風の風向変化によるものか、火災現場での火

事場風によるものか、これからだけではわからな

いo

　　（4）　5月24日

　この空襲は24日01時36分から03時50
分重で、広範囲に行なわれた。（表一10）。火

災面積の広い区域は目黒から大崎にかけての地域

である。．図一13の地上気圧配置図から見ると、

23日に割合重と1まって低気圧が本邦上空を東北

東進し・その背後から移動性高気圧が東進してく

るところである。表一11の気象表で見られるよ

うに、午前を中心に雨が降ったが、空襲時以後は

完全にはれあがっている。空襲時および火災延焼

中の風向はだいたい北寄りで、弱風である。その

時の片焦げ電柱等による火災現場の風系は図一14

に示される。大部分の地域は北寄りの風系となっ

ているが・南部大寿寄りの地域に南寄りの風系が

現われている。
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図一14 図一10に同じ、但し5月24日
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大口時に拾ける都市防災に関する研究（追報）
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大震火災延焼に関連する気象環境の解析的研究一臭田

　　（5）　5月25～26日

　この空襲も25日22時24分から02時10
分重で、広範囲に行なわれた。図一13の地上気

圧配置から明らかなように、移動性高気圧の後面

にあたり、表一11に示すように25日から次第

に曇り始め、26日08時過ぎには小雨が降って

いる。空襲拾よび火災延焼時の風向は南寄りで、

10m／sec以上の強風となった時期もある。こ

の時の片焦げ電柱等による火災現場の風系は図一

15に示される。被災地域の大半は南寄りの風系

となっているが、千駄谷駅南方の部分に北寄りの

風系が見られる。その東側の無被害地域は明治神

宮外苑で、西側は明治神宮の森であるが、南寄り

の強風下にこのような風系が現われていることは

興味深い。

4．国民学校風観測資料による検討

　前節で述ぺた空襲火災時の火災現場の風系は、

自然風が表現されているのか、火事場風がどの程

度加わっているのか不明である。そして、当時の

東京都内で吹いた風は、当時の市街地構造の影響

を受けて吹いているわけで、非常に変化してしま

った現在の市街地構造の条件下の風とは異なって

いると考えた方がよい。防空上の必要から都内小

学校（当時の国民学校）に委嘱して、昭和18年

9月～19年8月の1年間、毎週火曜と金曜の1O

時と14時の2回、国旗掲揚塔に吹き流しをつけ

て風向・風速の観測を行なっている。空襲時の市

街地構造は昭和19年からほとんど変化がなかっ

たと思われるので、この資料により空襲時の火災

現場の風系解析結果を吟味することとした。

　　（1）北寄りの風の場合

　北寄り風の空襲火災は、3月9～10日、4月

15～16日と5月24日である。そのうち、3
月9～10日は西高東低の気圧配置で、10％ec

前後の強風が吹いたときであり、他の2例は移動

性高気圧による弱風である。

　3月9～10日に類似する気圧配置の日を昭和

18～19年の期問に求めた結果、昭和19年1

月7日を得た（図一16拾よび図一9参照）。こ

の日の東京都内の気流図は図一17に示される。

この図と図一10とを対比して見ていただきたい。

縮尺が異なるので見にくいが、まず、南千住南側

の地域の流線に類似が認められることと、隅田川

沿いに現われている気流の収束が両者に共通して

いる。

　4月15～16日と5月24日は移動性高気圧
による弱い北寄りの風の時である。昭和18～19

年の観測期問中、これらの日に類似の気圧配置の

日は残念ながら見つからなかった。そこで、まあ、

それに近い気圧配置というので、昭和19年3月

31日をとり、その気流図を図一18に示した。

当日06時の地上気圧配置図を図一9に示す。週

2回の観測なので、類似の悪いのは止むを得ない。

　さて、弱風下の空襲火災であった4月15～16

日と5月24日の火災現場流線図と、この気流図

とを対比して見ていただきたい。4月15～16

日は蒲田付近であるが、3月31日気流図の本蒲

田付近に見られる流線の形状と同傾向の風系が蒲

田駅付近から東京湾寄りの地域にかけて見られる。

　心ソ　’1　■θ八　■1　　　　■ 7
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東京大空襲時の地上気圧配置との類似

型としてとった気圧配置（昭和19年）
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大口時に拾ける都市防災に関する研究（追報）
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図一17 昭和19年1月7目10時の地上気流
図

　5月24日の目黒南部の火災現場風系にも3月

31日の流線に類似の傾向が現われているといえ

るだろう。

　　（2）南寄りの風の場合

　南寄りの風の場合は、5月25～26日の空襲

火災で、移動性高気圧の後面に当る場合である。

北寄の風め場合と同様に類似を求めた結果、昭和

19年5月9日を得た。（図一13と図一16参

照）5月9日の気流図は10時と14時の2枚を

図一19、一20に示す。両図を対比するとわか

るように、同じ南寄りの風でも、西の成分が勝っ

ている場合と、東の成分が勝っている場合とで微

妙に流線の違いが現われているからである。

　さて、これから流線図と、図一15に示した5

月25～26の火災現場風系図と対比して見てい

ただきたい。新宿西方の風系は実によく5月9日

14時の流線図と類似している。しかし、火災現

場風系図の千駄ケ谷駅南方に現われている乱れ

た北寄りの風系は流線図には現われていない。流

線図（図一20）の原宿西方に見られる西寄りの

成分の気流が、火災現場に向って、自然状態より

も強く吹き込んだ場合には、火災現場風系に見ら
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図一18 図一17に同じ、但し3月31日10時

れるような風系が現われても不思議ではないと考

えられるが、微妙なところである。

　高円寺付近の風系は、資料不足のため、なんと

もいえない。

5．む　す　び

　第3、第4節に拾いて5大東京空襲火災時の火

災現場の風系が・気圧配置によってもたらされる

東京地方の自然風の風系によってほほ説明される

ことを示した。

　東京都拾よびその周辺は、戦後、特に近年、都

市再開発によって市街地構造が大きく変化してい

る。昭和18～19年の1カ年、周2回行在われ

た当時の国民学校国旗掲揚塔による風観測結果が、

現在の東京地方の風系に対してどの程度適用でき

るか不明である。それ故、現在の市街地樽造に玲

いて、延焼拡大に密接な関係を持つ市街地内の風

系を、気象庁、東京都、消防署その他の既設観測

施設のみならず、小・中学校等による「吹き流u

観測をも併用した級密な観測網によって把握する

ことが、大震火災対策上急務であろうと考える。

さらに、将来の市街地構造の変化の風系に対する
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図一19 図一17に同じ、但し5月9日10時

影響については、風洞実験等による検討が加えられ

なけれぱならない。

　東京管区気象台で観測された風向、風速は、東

京都拾よびその周辺地域に関東大震災程度の大地

震が発生し、同時多発火災が発生したときに、気

象が延焼に対して如何なる影響を与えるかを明ら

かにするためになされた。この目的からいって、

われわれの研究は中間的な成果でしかない。前に

述べたよう在現在の市街地構造に拾ける風系の変

化が不明だからである。しかしながら、東京大空

襲時の文字通り多発火災の延焼拡大に対して、当

時の市街地構造で吹いた自然風の風系が大きく影

響していることを明らかにしたことは成果である

と考える。

　〔謝辞〕　東京大空襲火災時の貴重な観測資料

を心よく貸一与され、種々あたたかい御援助を賜わ

った畠山久尚博士に心からお礼を申しあげたい。

また、戦後の混乱期、食料、交通事情の極めて悪

い条件下を、克明な焼跡風向調査をされた松橋史

郎、岩問邦雄、中島弘雄の3氏に対して、深く敬

意を表するものである。
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昭和！9午5月　9日　！4時
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図一20 図一19に同じ、但し14時
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